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次

本
書
は
、
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
統
治
し
た
時
期
に
お
い
て
、
彼
の
統
治
し
た
国
を
中
心
に
、

そ
こ
で
起
き
た
出
来
事
、思
想
運
動
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
宗
教
改
革
の
時

代
に
対
応
す
る
が
、
宗
教
改
革
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
都
市
民
や
農
民
の
動
き
を
基

軸
に
置
い
た
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。
著
者
は
、こ
れ
ま
で
初
期
中
世
か
ら
近
世
初
頭

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
つ
い
て
数
多
く
の
著
書
・
翻
訳
書
を
す
で
に
上
梓
さ
れ
て
き
た
が
、
本
書

が
扱
う
一
六
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、著
者
の
長
い
研
究
生
活
の
中
で
そ
の
出
発
点

と
な
っ
た
研
究
分
野
で
あ
り
、そ
れ
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
本

書
は
こ
れ
ま
で
著
者
が
公
に
さ
れ
た
個
別
研
究
を
全
体
的
に
統
合
し
て
概
説
風
に
叙
述
し
た

も
の
で
あ
る
。

著
者
は
前
著
（『
ド
イ
ツ
中
世
後
期
の
歴
史
像
』
文
理
閣
、
二
○
一
一
年
）
で
「
歴
史
研
究
の
目

的
は
、
歴
史
を
人
間
の
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
悩
み
、
欲
望
、
希
望
な
ど
の
複
合
的
営
為
と

し
て
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
歴
史
的
展
開
の
傾
向
、
あ
る
い
は
法
則

を
明
ら
か
に
し
て
、
将
来
へ
の
指
針
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
」（
序
ⅰ
頁
）、
そ
の
た
め
に
は
、

細
部
へ
の
洞
察
が
必
要
な
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
も
こ
の
精
神
が
貫
か
れ
て
お

り
、登
場
人
物
へ
の
で
き
る
限
り
の
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
が
読
み
と
れ
る
。
本
書
は
全
二
七
章

か
ら
な
る
大
部
の
著
作
で
あ
り
、
以
下
、
章
の
順
に
述
べ
て
い
こ
う
。

「
第
一
章　

カ
ー
ル
五
世
の
皇
帝
登
位
」
で
は
、
彼
の
両
親
と
少
年
時
代
、
ス
ぺ
イ
ン
国
王

へ
の
即
位
を
経
て
皇
帝
選
挙
に
勝
利
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
な
る
ま
で
を
個
人
史
的
に
扱

う
。
皇
帝
選
挙
に
お
い
て
カ
ー
ル
は
、
選
帝
侯
へ
の
莫
大
な
賄
賂
を
贈
っ
た
が
、
そ
の
元
手
と

な
る
資
金
提
供
者
は
豪
商
フ
ッ
ガ
ー
家
で
あ
っ
た
。「
陛
下
を
皇
帝
に
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
こ
の
わ
た
く
し
で
す
」と
い
う
ヤ
コ
ブ
＝
フ
ッ
ガ
ー
の
言
葉
は
印
象
的
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ

で
終
生
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
と
の
皇
帝
選
挙
で
の
賄
賂
合
戦

の
記
述
が
な
い
の
が
や
や
残
念
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
特
徴
を
決
定
づ
け
た
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
の
開
始
に
つ
い
て
は
「
第
二
章　

ル
タ
ー
、
宗
教
改
革
の
口
火
切
る
」。
こ
こ
で
は
、
ル
タ
ー
の
生
い
立
ち
と
九
五
ヵ
条
の
提
題

の
発
表
ま
で
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
第
三
章　

皇
帝
カ
ー
ル
と
ル
タ
ー
の
対
決
―

ヴ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
議
会
―
」
で
は
、
エ
ッ
ク
と
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
討
論
で
、
教
皇
の
首
位
権
を

否
定
し
、異
端
と
さ
れ
た
フ
ス
の
教
説
に
も
真
理
が
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
で
ル
タ
ー
は
破
門

さ
れ
る
。
三
大
改
革
文
書
に
よ
り
ル
タ
ー
は
、
自
ら
の
教
説
を
披
歴
し
た
あ
と
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス

帝
国
議
会
で
皇
帝
カ
ー
ル
の
審
問
に
お
い
て
教
説
の
取
り
消
し
を
拒
否
す
る
。そ
の
結
果
皇
帝

よ
り
ル
タ
ー
は
帝
国
追
放
の
処
分
を
受
け
る
が
、ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
に
よ

り
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
保
護
さ
れ
る
。

次
の
「
第
四
章　

第
二
次
イ
タ
リ
ア
戦
争
」
で
は
、
パ
ヴ
ィ
ア
の
戦
い
で
敗
れ
た
フ
ラ
ン

ソ
ワ
が
捕
虜
に
な
り
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
返
還
を
約
束
し
て
解
放
さ
れ
る
が
、
解
放
さ
れ
る
や
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
は
そ
の
約
束
の
無
効
を
宣
言
し
反
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
同
盟
を
結
成
し
た
。そ
の
後
の

イ
タ
リ
ア
戦
争
の
展
開
に
つ
い
て
は
「
第
二
一
章　

一
五
三
五
―
四
五
年
間
の
ド
イ
ツ
内
・
外

情
勢
」
で
扱
わ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
に
つ
い
て
、
そ
の
第
二
次
の
戦
争
を
極
め
て
詳
細
に

跡
付
け
て
い
る
。
第
四
章
の
冒
頭
に
「
皇
帝
選
挙
に
敗
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世

は
、
カ
ー
ル
に
戦
争
を
挑
み
」（
四
四
頁
）
と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ
が
戦
う
こ
と
に

な
っ
た
の
か
の
説
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、読
む
者
に
唐
突
感
を
拭
い
き
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

ど
う
し
て
こ
の
戦
争
が
始
ま
り
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
そ
の
終
生
、
戦
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
カ
ー
ル
の
時
代
、宗
教
改
革
と

並
ん
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
政
治
に
重
大
な
意
義
を
も
た
ら
し
た
の
が
、彼
の
治
世
を
通
し
て

戦
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
は
ず
だ
が
、
こ
の
戦
争
の
始
ま
り
、
そ
し
て
そ
の
意
義
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
な
い
。
第
一
章
に
お
い
て
、皇
帝
選
挙
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
権
を
め
ぐ
る
対
立
と
い
う
記
述
は
あ
る
も
の
の
、こ
の
第
四
章
で
こ
れ
に
つ



二
八

28

い
て
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
展
開
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

「
第
五
章　

大
航
海
時
代
、
そ
し
て
、
新
世
界
の
植
民
地
化
」
の
章
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外

部
を
扱
っ
た
部
分
で
あ
る
。
カ
ー
ル
の
時
代
は
ま
さ
に
大
航
海
時
代
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
コ

ロ
ン
ブ
ス
か
ら
マ
ジ
ェ
ラ
ン
の
航
海
、
そ
し
て
征
服
者
コ
ル
テ
ス
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
征
服
、
ピ

サ
ロ
の
ペ
ル
ー
征
服
、
ポ
ト
シ
銀
山
の
開
発
、
そ
し
て
エ
ン
コ
ミ
エ
ン
ダ
制
の
記
述
へ
と
続

く
。
カ
ー
ル
五
世
の
時
代
の
ス
ぺ
イ
ン
は
新
大
陸
を
征
服
し
、そ
こ
か
ら
入
る
銀
が
国
庫
を
豊

か
に
し
た
。
新
大
陸
に
触
れ
た
こ
と
は
、
著
書
の
目
配
り
の
丁
寧
さ
と
広
さ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
強
力
に
世
界
の
一
体
化
に
向
か
う
こ
と
を
読
者
に
示
し
た
こ

と
は
本
書
の
優
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。
た
だ
気
に
な
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
住
民
イ
ン

デ
ィ
オ
を
「
土
人
」（
六
○
頁
）
と
表
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、差
別
用
語
と
し
て

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
語
を
本
書
の
よ
う
な
学
術
書
で
用
い
る
の
は
違
和
感
を

禁
じ
得
な
い
。

「
第
六
章　

宗
教
改
革
、
広
が
る
」「
第
七
章　

ス
イ
ス
の
宗
教
改
革
」
で
は
、
ド
イ
ツ
・
ス

イ
ス
の
都
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
導
入
を
扱
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
、ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
メ
ン
ミ
ン
ゲ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
バ
ー
ゼ
ル
、
ベ
ル
ン
各
都

市
の
事
例
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
短
い
「
第
八
章　

騎
士
戦
争
」
に
続
く
「
第
九
章
〜
第

一
二
章　

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
（
一
）
〜
（
四
）」
は
、
本
書
な
か
で
評
者
を
最
も
ひ
き
つ
け
る

部
分
で
あ
る
。農
民
戦
争
に
関
す
る
優
れ
た
論
考
を
残
さ
れ
た
著
者
の
熱
い
情
熱
が
感
じ
ら
れ

る
。
ま
ず
農
民
戦
争
が
お
こ
る
ド
イ
ツ
の
農
村
の
社
会
経
済
的
な
背
景
に
触
れ
、そ
れ
か
ら
農

民
た
ち
を
行
動
に
駆
り
立
て
た
「
神
の
正
義
」
思
想
。
ア
ル
ゴ
イ
、
ボ
ー
デ
ン
湖
畔
、
バ
ル
ト

リ
ン
ゲ
ン
、
タ
ウ
バ
ー
タ
ー
ル
な
ど
十
数
の
農
民
団
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
と
り
あ
げ
、
そ

の
蜂
起
と
戦
闘
行
動
を
で
き
る
限
り
具
体
的
か
つ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
跡
付
け
て
い
る
。ど
の
農

民
団
も
結
局
敗
北
し
て
解
体
し
こ
の
大
農
民
運
動
は
消
滅
す
る
。こ
の
運
動
に
同
情
的
で
あ
っ

た
が
、ミ
ュ
ン
ツ
ア
ー
の
登
場
に
よ
り
急
進
化
し
た
農
民
た
ち
を
裏
切
っ
た
ル
タ
ー
に
対
し
て

は
、「
お
の
れ
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
国
民
的
社
会
解
放
運
動
を
見
放
し
、
今
後

の
宗
教
改
革
の
民
衆
的
基
盤
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。」（
一
五
一
頁
）
と
評
価
す
る
。
こ
の
国

民
的
社
会
運
動
の
失
敗
が
「
最
近
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
暴
挙
の
基
底
を
な
し
た
の
で
は
な
い

か
」（「
序
ⅰ
頁
」）
と
著
者
は
考
え
る
（
ち
な
み
に
こ
の
「
最
近
に
お
け
る
ド
イ
ツ
」
と
は
ナ
チ
ス
＝

ド
イ
ツ
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）。

「
第
一
三
章　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
成
立
」
で
は
、宗
教
改
革
の
動
向
に
ま
た
戻
る
。

一
五
二
六
年
の
第
一
次
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
帝
国
議
会
の
決
議
は
「
宗
教
問
題
に
関
し
、各
自
の
良

心
に
従
っ
て
行
動
す
る
権
利
を
福
音
派
に
与
え
、
以
後
、
多
く
の
新
教
派
領
邦
お
よ
び
都
市
に

お
け
る
宗
教
政
策
続
行
の
基
本
原
理
と
な
っ
て
い
っ
た
。」
事
実
上
の
福
音
派
の
承
認
を
定
め

た
こ
の
決
定
は
「
歴
史
的
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
そ
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
王
が
イ
タ
リ
ア
戦
争
を
再
開
し
た
の
と
呼
応
し
て
、オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
が
遠
征
を
始

め
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
制
圧
し
た
の
ち
一
五
二
九
年
に
ウ
ィ
ー
ン
を
包
囲
し
た
が
、1
か
月
後
に
撤

退
し
た
。（
こ
こ
で
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ
ン
が
「
一
五
二
○
年
即
位
し
た
ス
レ
イ
マ
ン
二
世

（
大
帝
）」（
一
八
七
頁
）
と
あ
る
が
、
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
）
一
五
二
九
年
、
オ
ス

マ
ン
の
ウ
ィ
ー
ン
包
囲
戦
が
始
ま
る
前
に
第
二
次
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
帝
国
議
会
が
開
か
れ
、二
六

年
の
第
一
次
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
帝
国
議
会
の
決
議
の
無
効
を
宣
言
し
た
皇
帝
の
提
案
が
承
認
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
と
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
な
ど
福
音
派
諸
侯
が
「
わ
れ
ら

は
、
唯
一
の
創
造
者
の
前
に
お
い
て
、
抗
議
し
、
そ
の
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る

抗
議
文
を
読
み
上
げ
て
、こ
の
と
き
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
呼
称
が
生
ま
れ
た
。
ザ
ク
セ
ン

選
帝
侯
な
ど
の
福
音
派
諸
侯
は
、
こ
の
第
二
次
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
帝
国
議
会
の
以
前
か
ら
、
新
し

い
福
音
派
に
よ
る
教
会
制
度
を
始
め
て
い
た
。そ
れ
は
教
会
を
監
督
す
る
教
会
巡
察
制
の
導
入

で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
領
邦
教
会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
第
一
四
章　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
宗
教
討
論
」
で
は
、
南
北
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
政
治
的
合

同
を
目
指
す
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
の
仲
介
に
よ
り
ル
タ
ー
と
ツ
ヴ
ン
グ
リ
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
討

論
を
行
っ
た
が
、聖
餐
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
折
り
合
わ
ず
結
局
決
裂
し
た
。「
第
一
五
章　
『
ア

ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
』
と
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
」
で
は
、一
五
三
○
年
カ
ー
ル
五
世

は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
帝
国
議
会
で
宗
教
的
混
乱
を
終
わ
ら
せ
る
目
的
の
た
め
に
各
人
の「
自
分

の
考
え
、
考
慮
、
意
見
」
を
提
出
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
ル
タ
ー
の
了
承
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の
も
と
で
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
「
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
」
を
作
成
す
る
。
し
か
し
帝
国
議

会
が
こ
の
信
仰
告
白
を
無
効
と
す
る
決
議
案
を
だ
し
た
の
で
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
諸
侯
は
議

会
か
ら
立
ち
去
る
。
こ
れ
ら
諸
侯
な
ら
び
に
都
市
は
、「
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
」
を
承

認
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
結
集
し
、
同
年
一
二
月
に
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
を
結
成

し
た
。「
第
一
六
章　

第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
戦
争
」
で
は
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
に
合
同
す

る
道
を
自
ら
断
ち
切
っ
た
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
を
模
索

す
る
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
は
、第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
戦
争
で
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
五

州
に
敗
れ
、
こ
の
戦
い
に
従
軍
牧
師
と
し
て
参
加
し
た
ツ
ヴ
ン
グ
リ
が
戦
死
し
た
。

「
第
一
七
章　

再
洗
礼
派
の
運
動
」
で
は
、
幼
児
洗
礼
を
否
定
し
成
人
後
の
自
覚
に
も
と
づ

く
洗
礼
を
主
張
し
た
再
洗
礼
派
の
動
向
が
述
べ
ら
れ
る
。
北
ス
イ
ス
か
ら
始
ま
り
、
南
ド
イ

ツ
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
民
衆
の
あ
い
だ
に
広
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
徹
底
的

に
弾
圧
さ
れ
る
。こ
の
再
洗
礼
派
の
運
動
で
と
り
わ
け
有
名
な
の
が
北
ド
イ
ツ
の
中
都
市
ミ
ュ

ン
ス
タ
ー
で
お
き
た
悲
惨
な
出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て「
第
一
八
章　

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

の
千
年
王
国
」。
一
五
三
三
年
に
説
教
師
ロ
ー
ト
マ
ン
指
導
の
も
と
で
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
は
福
音

主
義
が
勝
利
し
た
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
か
ら
流
入
し
た
再
洗
礼
派
が
大
き
な
勢
力
と
な
り
、

市
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ル
タ
ー
派
を
追
放
し
原
始
共
産
主
義
に
よ
る
共
同
体
を
樹
立
し
た
。

ボ
ッ
ケ
ル
ソ
ン
が
王
に
即
位
し
独
裁
的
政
治
を
実
施
し
て
反
対
勢
力
を
処
刑
し
、さ
ら
に
一
夫

多
妻
制
を
導
入
し
た
が
、
結
局
、
一
五
三
五
年
六
月
に
司
教
軍
に
よ
り
町
は
陥
落
し
た
。

「
第
一
九
章　

ハ
ン
ザ
同
盟
の
凋
落
」
で
は
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
な
ど
の
ハ
ン
ザ
都
市
に
お
け

る
宗
教
改
革
の
導
入
と
、
ハ
ン
ザ
同
盟
が
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
北
欧
諸
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
バ
ル
ト
海
進
出
に
よ
り
衰
退
し
て
い
く
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
第
二
○
章　

地
中
海
を
め
ぐ
る
戦
い
」
で
は
、
目
を
北
方
か
ら
地

中
海
に
転
じ
て
、カ
ー
ル
五
世
の
チ
ュ
ニ
ス
占
領
に
つ
い
て
、「
第
二
一
章　

一
五
三
五
―
四
五

年
間
の
ド
イ
ツ
の
内
・
外
情
勢
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
改
革
や
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ガ
ン
の
反

乱
、カ
ー
ル
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
間
で
ク
レ
ピ
ィ
の
平
和
が
結
ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
第
二
二
章　

シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
か
ら
仮
信
条
措
置
令
（
イ
ン
テ
リ
ウ
ム
）
へ
」

で
は
、つ
い
に
皇
帝
側
と
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
と
の
間
で
戦
争
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
勝
利

し
た
カ
ー
ル
は
一
五
四
八
年
に
仮
信
条
措
置
令
を
制
定
し
ド
イ
ツ
に
お
け
る
信
仰
問
題
の
解

決
を
は
か
っ
た
。
新
旧
双
方
の
諸
侯
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、し
か
し
都
市
に
は
こ
れ
が
導
入

さ
れ
、ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
な
ど
南
ド
イ
ツ
の
都
市
で
は
ツ
ン
フ
ト
市
政
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
「
輝
か
し
い
自
治
独
立
を
誇
っ
た
ド
イ
ツ
中
世
都
市
の
姿
が
消
滅
し
た
。」

「
第
二
三
章　

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
宗
教
和
議
」
で
は
、
北
ド
イ
ツ
諸
侯
に
よ
る
反
皇
帝
同
盟

に
カ
ー
ル
は
敗
れ
、つ
い
に
退
位
を
決
意
す
る
。
カ
ー
ル
に
代
わ
っ
て
弟
で
あ
る
国
王
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
ト
が
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
帝
国
議
会
を
招
集
し
、
帝
国
議
会
の
決
議
が
公
表
さ
れ

た
。
こ
れ
が
「
支
配
者
の
宗
教
、そ
の
支
配
地
に
行
わ
れ
る
」
を
定
め
た
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の

和
議
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
平
和
に
よ
っ
て
、お
よ
そ
四
○
年
続
い
て
き
た
宗
教
紛
争
に
よ
う
や

く
終
止
符
が
打
た
れ
た
。「
第
二
四
章　

対
抗
宗
教
改
革
―
イ
エ
ズ
ス
会
―
」「
第
二
五
章　

カ

ル
ヴ
ァ
ン
の
宗
教
改
革
」
と
続
き
、
そ
し
て
「
第
二
六
章　

皇
帝
カ
ー
ル
の
引
退
、
そ
の
死
」。

カ
ー
ル
は
一
五
五
五
年
退
位
演
説
を
お
こ
な
っ
て
、
翌
年
ス
ぺ
イ
ン
王
位
を
息
子
フ
ェ
リ
ペ

に
、皇
帝
位
を
弟
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
譲
っ
た
。
退
位
後
の
カ
ー
ル
は
ス
ぺ
イ
ン
中
部
の
ユ

ス
テ
に
あ
る
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
修
道
院
で
隠
棲
し
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
死
去
し
た
。
最
後
の

「
第
二
七
章　

カ
ー
ル
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
、
カ
ー
ル
没
後
の
一
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
各

国
の
動
向
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ユ
グ
ノ
ー
戦
争
の
フ
ラ
ン
ス
の
危
機
、オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
の
勃

発
、
フ
ェ
リ
ペ
2
世
時
代
の
ス
ぺ
イ
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
イ
ギ
リ
ス
、
三
十
年
戦
争
前
夜

の
ド
イ
ツ
と
著
者
の
広
い
目
配
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
後
に
評
者
が
ま
だ
学
生
の
こ
ろ
著
者
の
大
学
で
の
講
義
に
お
い
て
、
歴
史
学
の
ス
タ
イ

ル
は
分
析
と
叙
述
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
記
憶
し
て
い
る
。本
書
は
ま
さ
に
徹

頭
徹
尾
、
叙
述
（
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
）
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
中
で
も
と

り
わ
け
波
乱
の
富
ん
だ
カ
ー
ル
五
世
の
生
き
た
時
代
を
共
時
的
に
扱
う
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

近
代
歴
史
学
の
創
始
者
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
は
、
今
日
様
々
な
点
で
批
判
さ

れ
て
い
る
が
、
し
か
し
歴
史
学
の
本
質
と
な
る
彼
の
言
葉“w

ie es eigen
tlich
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ist ”

を
一
六
世
紀
の
カ
ー
ル
五
世
の
時
代
に
お
い
て
実
践
し
た
の
が
書
物
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。傘
寿
を
す
で
に
超
え
円
熟
に
ま
す
ま
す
磨
き
を
加
え
ら
れ
た
著
者
の
健
筆
ぶ
り
が
感
じ
ら

れ
る
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


